
現状 実施後

地域医療再生計画モデル例（救急・周産期医療等に重点化）

大学

Ａ病院（３５０床）
救命救急センター化
（入院機能の強化及び外来機能の縮小）

Ｅ病院（２５０床）
地域周産期母子医療センター化・小児
救急医療センター化のための増床
（入院機能の強化及び外来機能の縮小）

地域医療支援センター

医師等の支援

在宅医療

在宅医療 寄附講座

奨学金

ﾈｯﾄﾜｰｸ化

Ａ病院

３５０床）

診療所

Ｂ病院
(１４０床)

Ｃ病院
（１６０床）

Ｅ病院
（２００床）

Ｄ病院
(１５０床)

○ 地域の医療資源が不足

○ 施設間で機能分化と連携ができていない

Ｄ病院（１５０床）
管制塔機能を担う＋休日
夜間急患センターの設置

○ 役割分担の明確化、連携体制の構築
・ 救急やハイリスク分娩等に対応する拠点病院化）
・ 回復期医療等を担う病院の確保） 等

○ 県・大学の共同での医師のプール制、地域での
研修プログラムの開発

病床転換に伴う一時的
な収入減に対する支援

医師事務作業補助者
の採用

関係者による協議会の開催

地域連携パスの策定

Ｃ病院（１００床）
機能転換等のうえ、地域周産期母
子医療センターの後方施設化

救急医療情報システムと周産期救急情報
システムの連携

医師等の支援

課 題

方 策

Ｂ病院（１００床）
機能転換等のうえ、回復期
リハ機能を担う
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